
意欲的に取り組む選択制授業に関する一考察

1 はじめに

~2年生陸上競技種目選択における単元の流れと得点換算表の工夫~

安達直

「生涯体育'スポーツ」といわれている今日、学校体育はその基礎を学習する場であるがゆえに、国民が「生涯体
育.スポーツ」を考え、実践していくうぇで大きな役割を果している。

それでは「生涯体育'スポーツ」の基礎を育成する学校体育とは何力、学習指導要領における保健体育科の目標で

は「'ーー'運動の楽しさを味わわせるとともに、生活を健全に明るくする能力と態度を育てる」と示している。つまり

学校以外の場でも、一般社会に出てからでも、個人の生活の中に運動やスポーツがレクリェーシ,ンや健康づくり、

仲間づくりの手段のひとっとして行われるようにするため、学校で経験する運動種目を「楽しい」と感じ、「またやっ
てみたい」などと思えるようにしていくのが学校体育の役割である。

しかし、現在の体育指導では、生涯体育にっながるための生徒の意欲的、自主的な学習体制は十分でなく、教師中

心の指導が多い面がある。本校では数年来「自ら学ぶ力」と題して研究を進めてきているが、体*科でもA回改訂の
学習指導要領をもとに年間指導計画の見直しゃ実施内容の改善を行ってきた。

そこで、今回は2年生で初めて実施した「陸上競技」の種目選択を取り上げ、生徒が、意欲的、自主的に一習する

にはどぅすればよいか、その指導過程を実践研究してみた。

意欲的に取り組む選択制授業に関する一考察

Ⅱ研究のねらい

本研究は、 2年生を対象として行う選択制授業であるが、 2年生は選択制授業の経験があまりなく、教師の1ヒ導に

よって授業が進められていることが多い。選択制授業では、生徒自身が立てた計画にしたがって生徒自身が活動して

いくことが原則であり、生徒が自主的に考え、積極的に活動することが望ましいそこで、本研究は、どのような単

元の流れを設定し、どのように目標となるものを提示したら、生徒が自主的に、意欲を持って活動することができる
かを実践研究するものである。

Ⅲ研究の基盤

本単元では、生徒自身が意欲的、自主的に運動の行い方や考え方、練習の仕方などを学びながら、自分の目標に挑

戦していく態度を育てることがねらいである。陸上競技の練習は、どちらかといえば単純で、同じことを繰り返して

練習していく間に技術が身にっき、記録にっながっていくことが多い。しかし、この繰り返しがある一定期間続くと、
意欲も薄れてくるのが当然である。

それでは、どのようにしたら意欲的、自主的に陸上競技に取り組むことができるのか、以下の点にポイントを習き、
授業を行ってみた。

.単元の流れを工夫すれば、生徒の意欲的、自主的な活動が高まるのではないか

.三種競技形式で行い、記録を得点制にしたら、意欲が高まるのではないか

これらのことを中心として、生涯体育を志向する生徒の育成を目指すために、本研究に取り組んでみる。

幸
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Ⅳ研究対象

本校第2学年男子79名 a組21名、 2組19名、 3組19名、 4組20名)

なお、授業は1.2組40名、 3.4組39名で行った。ま九、同じクラスの女子も同時に同じ授業を行っているが、

練習種目が重ならないように活動している九め、研究対象からはずし九。

V 研究の実際

選択種目にっいては、陸上競技の「走」「跳」「投」の中から、それぞれ1種目づっ、計3種目を選択するようにし

九。選択種目は以下の通りである。

10om、 50om、 1,50om「走種目」

「飛躍種目」ーーー・・走り高跳び、走り幅跳び

「投てき種目」・ー・・ハンドボール投げ

1.単元の流れ

①単元の流れを設定した理由

単元の流れを表のように設定し九のは、以下のような考えからである。

*単元を前半と後半に分け、前半の反省をする九めに、オリエンテーシ"ンを設ける0

*同じ種目ができるだけ続かないようにし、前半のうちに全種目を経験する。

*3時間をサイクルとし、 2時間練習1時間記録測定とする。

*男女が同じ種目で重ならないようにする。

*最後には、もう一度挑戦し九い種目や、計測できなかった種目が計測できるよう、記録会を設ける0

②単元の流れ
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選択制授業の意義、単元のねらい、種目の選択
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リーダー中心に、計画通りに練習ができる

練習計画づくりと検討
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練習の工夫ができる(回数、セ・"ト数など)
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7 オリエンテーション

8
1・3組男子

ハンドボール

9
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2・4組男子
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前半の反省、今後への意欲づけ

ーー50m平均タイム X 2 -1.4秒

1,50om平均タイム X 3分の 1 -12秒

・一平均記録一19秒

・平均身長一平均座高+平均垂直跳

・平均記録

・一平均記録

女

フィール

得点換算表

以下は、実際に使用し九得点換算表である。

2.得点換算表について

(1)ねらい

以下のようなねらいを持って得点換算表を作成した。

*3種目の記録を、総合的に判断できる。

*種目間の比較ができる。

*生徒が、記録を得点に換算する楽しみが持てる。

*他人と比較したり、競争したりするための基準になる。

②設定の基準

換算表は、平成5年5月に本校が行ったスポーツテストの結果(2年生)を基にして、以下の考え方によって

100点が設定してある。(男子の場合)

男
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ク
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3.反省事項

授業のポイントにおいた2点について、よかったこと、改善すべきことをあげてみる。

(1)単元の流れについて

(よかっ九こと)

.オリェンテーシ,ンを2時間設定したことで、 3時間目から、すぐに練習に取り組むことができた。

.前半までで、各種目すべての練習を経験できた。

.中盤に、オリェンテーシ,ンを設けた。(実際には教師中心で、練習方法、走り方のポイント、用具の使い方

などをおさえ九。

.同じ種目の連続をできるだけ避けたため、生徒が新鮮な気持ちで練習でき九。

.最後に記録会を設定し九ことで、記録測定ができなかった種目や、もう一度挑戦し九い種目にチャレンジできナこ。

(改善すべきこと)

.同じ種目が連続しなかったため、その種目に対する意欲がやや薄れた。

.同一種目の継続性がなく、練習や場の工夫ができにくかった。

.試しの記録会のようなものがなく、個々の目標が立てにくかっ九。

②得点換算表

(よかっ九こと)

・教師が、生徒に対して意欲づけを行う資料となった。

.2年生のスポーツテストを基に作成し九ものであるため、ほぼ実態にあっ九資料であった。

.他人と得点競争ができるものさしになった。

・種目間の平均や最高の比較などができた。

(改善すべきこと)

.換算表を意識させるための手だて不足であっ九。(eX記録用紙の工夫、貼り出しをするなど)

.記録の上位、下位者にとっては、得点が載っておらず、計算しなければならないところがあっ九。

.得点の設定の幅が、種目によって多少の違いがあっ九。

安 達 直 幸

Ⅵ考

1.単元の流れについて

① 1種目にかける時間数について

単元終了後、生徒に次のような質問をし、その結果が次にあげるものである。

「3種目12時間の時間はどうですか」

ちょうど良いーー・53%長いほうが良いーーー24%短いほうが良いーー・・23%

このアンケート結果を見ると、53%の生徒は3時問でちょうど良いと答えている。 3時間のうち、 1時間は記録測

定にあてると、練習は2時間しかないことになる。しかし、部活動の練習とは違い、未経験の生徒が練習の2時間を

本気で取り組めば、記録も向上するのではないだろうか。また、計画が十分立ててあるならば、「2時間練習1時間

計測」という3時間が、ひとつのサイクルとして考えられるのではないだろう力、

② 1種目3時間の設定の仕方について

1つの種目の継続し九練習という面では問題が残ると思われる。授業のねらいは記録の向上のみではないが、「こ

んな練習をしたら記録が伸びた」とか「この練習方法はおもしろい」といったことを生徒がさらに工夫をしょうとし

ても、次回の練習までに時間があいてしまう九め、その種目や練習に対する意欲が低下するのではないかと考える。

その中でも、次の資料1は、 3時間を意欲的に取り組んだ生徒の工夫例である。 Kの場合は、50om走の練習に関

して、インターパ'ルトレーニングが効果があることに着目し、実際の練習に取り入れたこと力靖己録にっながったと書

いている。またNの場合は、走り幅跳びにおいて、踏み切りと空中動作の感覚に焦点を当て、教師のアドバイスを基

に練習しながら気づい九ことをあげている。

察
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意欲的に取り組む選択制授業に関する一考察

kの工矢

③試しの記録会について

今回は試しの記録会は設けなかったが、得点換算表の使用をしていく上でも、現在の自分の力を知り、目標となる

ものの設定をして、練習や記録会に望まなければ、意欲の低下にっながるのではないだろう力、その意味でも、試し

の記録会は必要であると考える。

2.得点換算表について

a)得点換算表の数値について

記録と得点にっいては、生徒の現状を中心に、教師の期待を含めて作成したものであった。ここで、今回使用した
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資料2

がの工夫L

換算表の
100点とそ

の記録①

10om

得点換算表の平均 ao0点)と実際平均値

50om

14秒0

100点

実際の平均

値と得点②

ラ系三む会ヤ佐Lヲし夫

150om

2分00秒

100点

14秒 3

92点

走り幅跳び

①と②の差

6分20秒

100点

1分41秒

138点

走り高跳び

-0.3秒

8点

4 moo

100点

最高記録

Y }ヲ1じ・1ミ、 SO0
ミ VR,コニの?・1ネ

ハンドポール

投げ

6分30秒

90点

十19秒

+38点

I m25

100点

12秒 5

130点

4 m05

102点

最低記録

-10秒

-10点

得点換算表と、実際に生徒が出した記録を比

較してみると、次の資料2 のようになる。

資料2から、それぞれの種目において、100

点の記録と実際の記録、得点の関係を見てみ

ると、 10omと1,50omはマイナスになってい

る。これは誰がどの種目を選択するかによっ

てそれぞれの平均が変わってくるため、一概

に低いとは言えない。今回の設定は10omは

50mタイムからの換算であった九め、本当の

平均ではないが、ほぼ近い値ではないかと考

える。1,50omは、生徒の意欲がやや低かっ

ナここともあり、マイナスになっているが、本

気で取り組んでいけば、十分に可能なタイム

であった。逆に50omでは、プラス38点とい

う高めの結果が得られた。これは、生徒の練

習や記録測定時の意欲が高かったことが一番

の原因である。そのうぇ、設定した平均タイ

23m~

24m99

100点

1分27秒

166点

I m32

114点

16秒 0

68点

+ 5如

+ 2点

5分42秒

138点

26m50

110点

2分Ⅱ秒

78点

十 7師

+14点

5 m15

157点

7分50秒

0点

十 l m50

十10点

I m45

140点

2 m94

四点

37m

200点

I m20

90点

Hm

40点
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安達直幸

ムが、長距離のタイムを基にしたため、ずれが生じたと考えられる。短距離のタイムで考え、後半でどれぐらいタイ

ムが落ちてくるのかを予想して設定しなければならないと反省した。それ以外の種目にっいては、平均を上回る結果

が得られ、設定基準も良かったのではないかと考える。

②得点換算表の活用について

得点換算表は生徒の実態に合わせて作成し九が、活用の手だてを十分に考えないまま、生徒に使用されたため、そ

の役割を十分果たしていない状態であっ九。個々の問では、得点競争をする光景も見られたが、今回は単なる目標に

なる目安でしかなかっ九。得点換算表が、生徒の意欲的な活動を引き出すものとして、以下のような条件が考えられ

るのではないだろう力、

.生徒の実態にあったものであること。

・一目で記録が得点に換算できるもの。

.自分の目標を見据えることができるもの。

・記録の変遷がわかる記録用紙を考案する。

これらの条件を満九すような方法で、得点換算表を活用していけば、十分に生徒の意欲が高まっていくのではない

だろう力、

Ⅶ まとめと今後の課題

2年生で初めての陸上競技種目選択を行い、どのようにしたら生徒の意欲的、自主的な活動が見られるのか、ポイ

ントを2つに絞って授業を行ってきた。単元の流れにっいては、教師の意図するものが何であるか、それによって種

目を点在させるのか、あるいは連続させるのか決まってくる。さらに、その中にオリエンテーシ"ンをどのように取

り入れていくのかによっても、生徒の意欲の高まりが変わってくる。 1種目 3時間を基準として計画を立て、「2時

間練習1時間記録測定」を実行してみたが、サイクルが短いうえ、苦しい練習を何時間も続けてやるわけではないた

めか、生徒の反応は良かった。この時間を基準に、オリェンテーシ"ンで練習計画を十分練らせ、実際の活動場面で

実行し、反省して次回にっなげる、という流れも作っていかなければならないだろう。

また、得点換算表にっいては、生徒の実態を基に、目標が立てやすく、教師が十分その使い方を指導していくこと

で、生徒の意欲を高めることにっながるのではないだろう力、今回は2年生のスポーツテストを参考に作成したが、

学校や県の記録、体育時の記録からでも作成することができる。どの方法にしても、その得点基準や目指したい生徒

の活動を十分に考えたものであることが望ましい。

単元の流れと得点換算表の工夫によっても、生徒の活動が意欲的になっていくことは明らかであろう。しかし、こ

れだけではなく、リーダーの養成、場の工夫、評価の方法など、今回のポイントとして取り上げなかっナこことにも、

生徒の活動が活発になる条件はたくさん含まれているはずである。これらにっいては、今後の課題として取り上げ、

研究していきたい。

本研究が、選択制授業の意欲を高める方法のひとっとして、皆さんの参考になれば幸いである。

最後に、本研究を同時に指導してい九だいた宮本夏子先生に感謝をいたします。
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